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は　じ　め　に

　カタカナ語は広く日本の日常生活の中に浸透している。カタカナ語の認

知度は小学生においてもかなり高いということは森光・中島（2006）で

も示された。1）このカタカナ語を英語学習に生かすべきだ、あるいはカタ

カナ語をもとに学習していく方がはるかに効率的であるという主張も聞か

れる。2）しかし森光・中島（前出）での調査は、カタカナ語の有効性と併

せて、あるいはそれ以上に、カタカナ語の弊害を指摘する結果となった。

　カタカナ語の浸透度あるいは認知度が高い故の危険性はいくつかの面で

見られたが、和製英語を含め身の回りにあるカタカナ語をすべて正しい英

語だと思い込んで使用することもその一つである。3＞英語学習の観点から

見ると、この思い込みは大きな混乱を招く。例えば、小学生への調査でも

認知度の高かった「レベル・アップ」や「バージョンアップ」は和製英語

であって英語ではないが、しかし幼い頃からこれらのカタカナ語に慣れ親

しみ、英語だと誤解して使用してしまった場合、英語話者に話し手の意図

は伝わらない。しかしこれだけ好き勝手にカタカナ語が溢れかえっている

日本社会で、このようなカタカナ語を避けて通るのは非常に難しい。どれ

が英語でどれがカタカナ語あるいは和製英語かの区別をするのもまた、面

倒であったり難しいかもしれない。その結果、知っているカタカナ語をす
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べて英語として使用することにもなり、英語学習において混乱したり、思

わぬ問題に陥ったりすることにもなる。

　幼い頃からカタカナ語に囲まれて育ち、片方で英語を学ぶ状況にある人

たちは、実際どのように英語とカタカナ語を認識しているのだろうか。今

回、大学生を対象に実施した調査結果をもとに、この問題を考えていく。

調査対象になったのは、関西にあるS大学（共学）とD女子大学の主に

英語系の学科の学生1年次生から4年次生、計178入の学生である。調

査は2006年7月から11月にかけて実施された。少なくとも6年以上英

語を学習している学生たちであるが、彼（女）らは同時に長期に亘ってカ

タカナ語に晒されてきた。日常的にカタカナ語を目にし耳にしている大学

生への調査を通して、カタカナ語が英語学習にどう影響しているのかを考

えたい。

　まず1と2で、今回の調査内容とその結果を述べる。次に3で、その

結果から考えられる英語学習および日本社会へのカタカナ語の影響を探

る。さらに4で、なぜ日本社会にカタカナ語が氾濫するのかを考え、最

後にカタカナ語とそれに代わる新しい文体の日本語への影響を指摘する。

1．調査内容

　上記に述べた学生を対象に、カタカナ語一語を含んだ日本語文を50文

与えた。カタカナ語の下にはそれに対応する英語表記が示され、その英語

表記が正しい英語かどうかを○×で答え、×と答えた場合は、二つの選択

肢（a）（b）から正しい英語表現を選び、○をしてもらった（資料1参

照）。調査を始める前に、学生には解答の仕方について例を用いて説明

し、調査は約10分間の解答時間を取って行った。

　調査に使用したカタカナ語50語は、日常よく見かけたり、使われたり

している語を選んだ。一見、英語をカタカナで表記したもののように見え

るが、多くは和製英語のカタカナ表記であり、この50語のカタカナ語の

内40語の英語表記は正しい英語表現ではない。これらの和製英語はいく

つかの型に分類することが可能である。まず一つ目の和製英語の型は「組
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み合わせ型」である。「組み合わせ型」とは「upやnoなどの短く簡単な

語をほかの語とくっつけて作ったもの」（尾崎2005：11）で、作り方が

簡単でイメージしゃすいためか、この型の和製英語は見聞きすることが非

常に多い。調査ではこの型のカタカナ語を4語出題している。二つ目の

和製英語の型は「意味ずれ型」である。これは「英語としては正しい語で

あるけれども、その語本来の意味とは少し、あるいはかなりずれて使われ

ている和製英語」（尾崎2005：32）のことで、大きな誤解を招く可能性

が高いと思われる。この型のカタカナ語は11語出題した。三つ目の和製

英語の型は「省略型」であり、「相当する本来の英語を省略して短くなっ

た語」（尾崎2005：62）のことで、調査には5語出題した。四つ目は

「その語に相当する英語とかなり、あるいは全く異なる和製英語」（尾崎

2005：106）といわれる「純和製型」である。4）調査にはこの型のカタカ

ナ語を19語出題した。五つ目の型は「他言語型」である。これは「一見

英語のようで、実は英語以外の言語が起源であるという語」（尾崎2005：

159）のことで、調査では1語出題した。そして最後に「日本語と英語一

致型」である。5）「日本語と英語一致型」というのは、英語の発音をカタ

カナ表記したもので、また英語の本来の意味と同じ意味で使われている語

のことである。調査にはこの一致法のカタカナ語を10語入れた。

　この調査を通して次の二点について調べる。第一点目は、学生はカタカ

ナ語の英語表記が正しい英語表現なのかそうでないのか判断できるか、つ

まり、カタカナ語と英語との区別はついているかである。二点目は、カタ

カナ語の英語表記が誤りであると正しく判断できた場合、そのカタカナ語

に対する正しい英語表現を選択できるか、つまり、学生は英語表記が誤り

であると正しく判断し、かつそれに対する正しい英語表現も知っているか

である。さらに、これらの結果から、英語学習におけるカタカナ語の影

響、日本社会へのカタカナ語の影響についても考えてみる。
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2．調査結果

　この章では、正誤判断の割合および正答率から見る調査結果と型別に見

る調査結果を述べる。

2．1　正誤判断の割合および正答率から見る調査結果

　調査項目の一つ目、カタカナ語の英語表記の正誤に関しては、50語中

半数の25語が70％以上の正解率であった。70％以上の正解率であった

カタカナ語は、「ティーシャツ」（97．8％）、「アルバイト」（96．6％）、「サ

ラリーマン」（93．3％）、「ガソリンスタンド」（92．7％）、「アバウト」

（89．9％）、「トレーナー」（89．3％）、「サポーター」（88．8％）、「スマー

ト」（87．6％）、「ワイドショウ」（86．5％）、「キャッシュコーナー」（86．0

％）、「フライト・アテンダント」（86．0％）、「オーディエンス」（84．3

％）、「ペットボトル」（83。1％）、「ジェネレーション・ギャップ」（80．3

％）、「マイペース」（79．8％）、「コンセント」（79．8％）、「カンニング」

（79．2％）、「フライド・ポテト」（78．1％）、「ハプニング」（75．3％）、「タ

ウンページ」（74．2％）、「ファミリー・レストラン」（73．0％）、「プライス

ダウン」（72．5％）、「レベル・アップ」（72．5％）、「フロント」（71．9％）、

「フリーダイヤル」（71．3％）である。この内「ティーシャツ」「サポータ

ー」「フライト・アテンダント」「オーディエンス」「ジェネレーション・

ギャップ」の5語は英語表記と一致するカタカナ語である。

　英語表記の正誤判断の正解率が60％以上70％未満であったカタカナ

語は、「マイブーム」（69．7％）、「ゴールデン・ウィーク」（68．0％）、「サ

ークル」（67．4％）、「プッシュホン」（66．9％）、「ケアハウス」（66．9％）、

「サイン」（61．8％）である。

　英語表記の正誤判断の正解率が50％以上60％未満であったカタカナ

語は、「ガイドライン」（59．0％）、「リーズナブル」（59．0％）、「バリアフ

リー」（58．4％）、「アイスコーヒー」（56．7％）、「フォアボール」（55．1

％）、「イメージアップ」（54．5％）、「ガーデニング」（54．5％）、「モーニン
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グ・コール」（54．5％）である。このうち「ガイドライン」「リーズナブ

ル」「バリアフリー」「ガーデニング」は日本語と英語の一致型である。

　英語表記の正誤判断の正解率が49％以下であったカタカナ語は、「ホ

ームステイ」（48．9％）、「カタログ」（48．3％）、「エンゲージ・リング」

（45．5％）、「ネック」（41．6％）、「レポート」（41．6％）、「ケース・バイ・

ケース」（37．6％）、「セルフ・サービス」（36．0％）、「リニューアル」

（36．0％）、「オープン・キャンパス」（36．0％）、「リスト・アップ」（28．1％）、

「リフォーム」（22．5％）である。この内「日本語と英語一致型」の語は

「カタログ」である。（以上、正誤判断の正解率については資料2参照。）

　上記の結果より、カタカナ語50語中正解率70％以上の25語において

は、そのままそれらを英語表記しても英語の中では使用できない、もしく

はそのまま英語表記をして使用できると多くの学生が正しく判断できたと

考えられるが、残りのカタカナ語25語においてはその判断がかなり曖昧

であることが分かる。つまり、そのまま英語表記をしても英語では使用で

きない20語のカタカナ語をそのまま英語表記して使用できると思ってい

る学生、そして、日本語と英語が一致している5語のカタカナ語をその

まま英語表記しても正しい英語表現にはつながらないと思っている学生が

多いということである。

　次に調査項目の二つ目であるが、これはカタカナ語の英語表記の正誤判

断において「誤り（×）」が正解である場合、そのカタカナ語に対応する

正しい英語表現を選択できるかどうかの結果である。正誤判断の正解率が

70％以上であったカタカナ語25語のうち、「誤り」が正解だったのは20

語で、それらの正しい英語表現の選択率は以下の通りである。正解率の高

いものから順に挙げると、「スマート」（100％）、「アルバイト」（98．3

％）、「ペットボトル」（94．6％）、「サラリーマン」（92．8％）、「ガソリンス

タンド」（91．5％）、「カンニング」（84．4％）、「フライド・ポテト」（78．4

％）、「ファミリー・レストラン」（76．2％）、「マイペース」（75．4％）、「ト

レーナー」（70．4％）、「タウンページ」（66．7％）、「フロント」（64．1％）、

「プライスダウン」（62．0％）、「レベル・アップ」（45．0％）、「キャッシュ

コーナー」（41．2％）、「ワイドショウ」（40．9％）、「アバウト」（38．1％）、
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「コンセント」（33．8％）、「フリーダイヤル」（29．9％）、「ハプニング」

（6．7％）であった。

　正しい英語表現選択の正解率は英語表記の正誤判断の正解率と比例する

とは限らず、カタカナ語の英語表記が「誤り」であると正しく判断できる

認識の高さは必ずしも正しい英語表現の選択にはつながっていないことが

分かる。正誤判断の正解率が70％以上のカタカナ語20語中、正しい英

語表現選択の正解率が70％以上であった語は10語だけである。特に

「アバウト」「ワイドショウ」「キャッシュコーナー」は、その英語表記が

誤りであるという認識は80％を超えるのに、その内正しい英語表現選択

の正解に至ったのは、上記の通り50％にも満たない。

　また、全体（178人）の内でカタカナ語に対する正しい英語表現を認識

できる学生が70％以上であるカタカナ語は、「ティーシャツ」（97．8％）、

「アルバイト」（94．9％）、「サポーター」（88．8％）、「スマート」（87．6

％）、「サラリーマン」（86．5％）、「フライト・アテンダント」（86．0％）、

「ガソリンスタンド」（84．8％）、「オーディエンス」（84．3％）、「ジェネレ

ーション・ギャップ」（80．3％）、「ペットボトル」（78．7％）の10語だけ

であり、いかにカタカナ語が英語につながっていないかが表れている。

2．2　型別に見る調査結果

　和製英語の6つの型別による調査結果を見る。結果は次の通りである。

①組み合わせ型

　この型の語は、“up”や“down”などの短く簡単な語と他の語とを組

み合わせて作った造語である。この型に属するのは以下の語である。

カタカナ語 正誤判断の正解率
正誤判断正解者中の

@選択の正解率

全体（178人）の中

@での正答率

レベル・アップ 72．5％ 45．0％ 32．6％

プライスダウン 72．5％ 62．0％ 44．9％

リスト・アップ 28．1％ 86．0％ 24．2％

イメージアップ 54．5％ 82．5％ 44．9％
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　この中では、「レベル・アップ」と「プライスダウン」において、72．5

％の学生が英語としては疑わしく思っているものの、その内「レベル・ア

ップ」については55％の学生が、「プライスダウン」については38％の

学生が正しい英語表現を知らないという結果が出た。「リスト・アップ」

については正誤判断の正解率が28．1％とかなり低く、「リスト・アップ」

のままで正しい英語として通じると思っている学生が非常に多いことが分

かった。

②意味ずれ型

　この型の語は、英語として存在している語を用いているが、その語の意

味は本来の英語の意味と少し、あるいはかなりずれている和製英語で、使

用すると大きな誤解を招く可能性が高いと思われる語である。この型には

次の語が含まれる。

カタカナ語 正誤判断の正解率
正誤判断正解者中の

@選択の正解率

全体（178人）の中

@での正答率

トレーナー 89．3％ 70．4％ 62．9％

アバウト 89．9％ 38．1％ 34．3％

スマート 87．9％ 100％ 87．6％

リニューアル 36．0％ 25．0％ 9．0％

サイン 61．8％ 48．2％ 29．8％

リフォーム 22．5％ 32．5％ 7．3％

レポート 41．6％ 17．6％ 7．3％

カンニング 79．2％ 84．4％ 66．9％

コンセント 79．8％ 33．8％ 27．0％

サークル 67．4％ 90．8％ 612％

ハプニング 75．3％ 6．7％ 5．1％

　「トレーナー」「スマート」「カンニング」は全体のカタカナ語と比べて

みても、正誤判断、正しい英語表現の選択ともに70％以上の正解率であ

る。これらは英語の授業などでカタカナ語と英語の比較表現としてよく取

り上げられている可能性も高く、その結果、学生が使い分けできる率が高

いのではないかと思われる。
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　日本語では「リニューアル」は店の改装などに、「リフォーム」は家の

改築などに使われているが、どちらも英語に存在する語ではあるものの、

「改装する」「改築する」を意味する英語表現ではない。どちらも正誤判断

の正解率が低く、「誤り（×）」と判断できても、その中で正しい英語表現

を選択できたのは「リニューアル」（25．0％）、「リフォーム」（32．5％）と

かなり低い。これらは「トレーナー」などの語と違い、英語の授業などで

カタカナ語と英語の比較表現として取り上げられていることは少ないと予

測される。

　「ハプニング」については正誤判断の正解率は75％を超える（178名中

134名）ものの、その内正しい英語表現を選択した者はわずかに6．7％

（9名）であり、ほとんどの学生が“accident”を選択した。「ハプニン

グ」というカタカナ語は英語の“happening”が日本語に置き換えられた

ものだが、もともと“happening”の意味は“something　which　hap－

pens　；　event”　（Longrnan　Dictionar　y　of　Contemporar　y　English　1978）　．

また“things　that　happen，　often　in　a　way　that　is　unexpected　or　hard　to

explain”　（Collins　COB　UILD　English　Dictionar　y　for　Advanced　Learners

改訂第3版2001）である。すなわち、単なる「出来事」が“happen－

ing”の本来の意味であり、辞書によっては“unexpected（予期せぬ）”

という意味合いを含めている場合もあるが、“unexpected　happening”

（『新編英和活用大辞典』1995）というコロケーションもあることから、

“happening”は“unexpected”を必ずしも含まず、単に「出来事」と捉

えられるのが適切であろう。しかし、それが日本語で「ハプニング」とい

うカタカナ語になった時点で、本来の意味に近い「思いがけない出来事」

に「偶発的な事件」（『日本語大辞典』第二版1995など）という否定的意

味合いが付加された。調査に用いた例文においては、「ハプニング」を良

い出来事とも悪い出来事とも示していない、つまり英語の“happening”

の本来の意味に近い「（予期せぬ）出来事」の意味で出題したつもりであ

るが、学生のほとんどは日本的な「偶発的な事件」の意味と解釈したとい

うことである。従って、「ハプニング」の英語表現として、「思いがけない

出来事」の意味を表す“something　unexpected”ではなく、「偶発的な事
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件」の意味を表す英語“accident”を多くの学生が選択する結果となった

と考えられる。

　このような意味の捉え方は物事を否定的に捉える日本文化の影響であ

る。鈴木（1973：18－25）は、外国のことばを理解する際に自国の文化

が影響することを英語と日本語の諺を例に挙げて説明している。例えば、

英語の諺の“lt　never　rains　but　it　pours”は日本では「不幸は度重なる

もの」というような意味に取られており、英和辞典はどれも「（ことわ

ざ）降れば必ずどしゃ降り；災難不幸は一時に（続いて）起こる」といっ

た解釈を載せている。これは日本の諺「泣き面に蜂」や「ふんだりけった

り」と同様の意味である。しかし、英語の諺の本来の意味はそうではな

く、度重なって起こる出来事を災難や不幸だけに限っていない。「特に不

幸が」と書いてあったとしても幸運を排除しているわけではなく、ただ単

に「物事」や「出来事」が続いて起こる状況を表しているだけである。6）

英語の辞書だけではなくフランス語の辞書も「不幸や幸運は決して単独で

はやって来ないものだ」という説明を載せている。日本語の「どしゃ降

り」ということば自体もこの諺を好ましくない方向に解釈させている原因

かもしれないが、「悪いことはよく続く」や「いい事なんてそうは続かな

い」という言い回しをよく聞くように、もともと日本文化には物事を否定

的に捉える傾向がある。

　従って、「ハプニング」の解釈に関しても同様に、多くの学生が「偶発

的な出来事」「思いがけない出来事」を「事故」や「災難」といった悪い

出来事に限定し、否定的に捉えてしまったのではないかと考えられる。

③省略型

　この型の語は、カタカナ語に相当する本来の英語の一部を省略して短く

した表現である。次の5語がこの型の例である。
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カタカナ語
正誤判断の

@正解率

正誤判断正解者

?ﾌ選択の正解率

全体（178人）の

?ﾅの正答率

フロント 【7・9％ 64．1％ 46．1％

アイスコーヒー 15a7％ 54．5％ 30．9％

プッシュホン 66．9％ 65．5％ 43．8％

、不ツク 41．6％ 55．4％ 23．0％

エンゲージ・リング 45．5％ 95．1％ 43．3％

　「プッシュホン」などは、英語表記した場合に文法的におかしいと気付

きそうだが、意外と正解率が低かった。これら省略型のカタカナ英語に対

しては「少しの修正で正しい英語に変えることができる」（尾崎2005：

62）という意見もあるが、それほど簡単な作業とは言えない。なぜな

ら、省略の仕方に規則性があるわけではないので、同じ省略型と言って

も、それぞれの語に一定の修正を加えれば正しい英語表現になるわけでは

ないからである。上記の表のカタカナ語を正しい英語表現にするために

は、「フロント」を“front　desk”に（新たに別の語を付け加えて名詞

化）、「アイスコーヒー」を“iced　coffee”に（動詞あるいは名詞の

“ice”を、動詞“ice”の過去分詞形容詞的用法から生まれた形容詞に）、

「プッシュホン」を“push－button　phone”に（動詞“push”を名詞“but－

ton”と合わせて複合語にし、形容詞に）、「ネック」を“bottleneck”に

（“neck”の前に“bottle”を付け加え複合語に）、「エンゲージ・リング」

を“engagement　ring”に（動詞“engage”を名詞の派生形に）という

ように、修正の仕方はさまざまである。修正の仕方に規則性がなければ、

新しい省略型の語に出合った時にどのように修正すればよいのか見当がつ

きにくい。またそれ以前の問題として、正しい英語表現に近いが少し異な

る語を正しく省略型と判別できるのか。このような語は数が多くなればな

るほど、学習者にとっては複雑になり、習得が困難になるだけである。

④純和製型

　この型の語は、その語に相当する英語とかなり、あるいは全く異なる表

現である。この型に含まれるのは以下のような語である。
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カタカナ語
正誤判断の

@正解率

正誤判断正解者

?ﾌ選択の正解率

全体（178人）の

?ﾅの正答率

ケース・バイ・ケース 37．6％ 70．1％ 26．4％

オープン・キャンパス 36．0％ 9．4％ 3．4％

フライド・ポテト 78．1％ 78．4％ 61．2％

タウンページ 74．2％ 66．7％ 49．4％

マイブーム 69．7％ 22．6％ 15．7％

ガソリンスタンド 92．7％ 9L5％ 84．8％

モーニング・コール 54．5％ 60．8％ 33．1％

フォアボール 55．1％ 16．3％ 9．0％

キャッシュコーナー 86．0％ 41．2％ 35．4％

サラリーマン 93．3％ 92．8％ 86．5％

ケアハウス 66．9％ 71．4％ 47．8％

セルフ・サービス 36．0％ 59．4％ 21．3％

ワイドショウ 86．5％ 40．9％ 35．4％

ペットボトル 83．1％ 94．6％ 78．7％

ファミリー・レストラン 73．0％ 76．2％ 55．6％

ゴールデン・ウィーク 68．0％ 25．6％ 17．4％

フリーダイヤル 71．3％ 29．9％ 21．3％

ホームステイ 48．9％ 54．0％ 26．4％

マイペース 79．8％ 75．4％ 60．1％

　「オープン・キャンパス」は学生にとって馴染みのあるカタカナ語であ

るが、64％の学生は正しい英語表現であると思っている。正しくないと

判断できたとしても、その中で正しい英語表現を認識できるのはわずか

9．4％だけであった。

　日本人は「マイ…」という表現をよく好んで使うと言われるが、「マイ

ブーム」もその内の一つである。30％強の学生は正しい英語表現だと思

っていることが示されており、また、正しくないと判断できた学生であっ

ても、正しい英語表現の選択では、日本語文の「彼の」に合わせて77％

強の学生が“his　boom”を選択した。

　「ゴールデン・ウィーク」については、7割近い学生がその英語表記に

疑いは持ったが、その内の約75％の学生が“holiday　week”を選択して
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おり、「ゴールデン・ウィーク」が日本にだけ当てはまるものという認識

がないようである。かつて、英語の書類に生年月日を記す際に、

“showa”で書き始めていた学生がいたことを思い起こさせる。「昭和」が

日本でだけ通用する元号であるという認識に欠けているための間違いであ

る。

　「ペットボトル」の「ペット（PET）」は、“polygthylene隻erephthal－

ate”の下線部の文字を組み合わせて造られた略語である。“PET　bot七le”

と英和辞典に記載されている場合もあるようだが、通常このような言い方

はせず、“plastic　bottle”を用いる。

　「ガソリンスタンド」や「ファミリー・レストラン」「セルフ・サービ

ス」は比較的長めだからか、造り上げられた上に、さらに省略あるいは短

縮されて、それぞれ「ガソスタ」「ファミレス」「セルフ」と表現されるこ

とも多い。和製英語という英語としては間違った表現を造り出し、さらに

その間違った表現を短縮して使用するとなると、それはますます正しい英

語表現から遠ざかってしまうことになる。「カンニング」（②の「意味ずれ

型」に属する語）に「ペーパー」を付け加えて生み出された「カンニング

・ペーパー」をさらに短縮した「カンペ」もこれと同様の表現である。こ

のまま短縮した形が定着すれば、元の表現が分からなくなる危険性もあ

る。

⑤他言三型

　この型に属する語は、一見英語のようであるが、実は英語以外の言語か

ら来ているカタカナ語である。今回は次の一語のみが該当する。

カタカナ語
正誤判断の

@正解率
正誤判断正解者中

ﾌ選択の正解率

全体（178人）の

?ﾅの正答率

アルバイト 96．6％ 98．3％ 94．9％

　アルバイトは学生たちにとって大変身近な話題であり、英語の授業で自

己紹介をするときなどに、英語での表現の仕方を教わっている可能性が高

いと予想される。従って、この表現を知っている学生の割合は全体の中で
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94．9％（178人目169人）と極めて高い結果となった。

⑥日本語と英語一致型

　この型に属すのは、英語の発音がカタカナ表記され、また英語と同じ意

味で使われている語である。

カタカナ語 1正誤判断の正榊

フライト・アテンダント 86．0％

ジェネレーション・ギャップ 80．3％

サポーター 88．8％

ティーシャツ 97．8％

オーディエンス 84．3％

バリアフリー 58．4％

ガーデニング 54．5％

カタログ 48．3％

　　“梶[ズナブル 59．0％

ガイドライン 59．0％

　上記の結果からわかるように、「フライト・アテンダント」「ジェネレー

ション・ギャップ」「サポーター」「ティーシャツ」「オーディエンス」の

5語については英語表記の正誤判断の正解率が80％を超えたが、残りの

5語については、その正解率は60％にも満たなかった。また、「リーズナ

ブル」の英語表記を誤りと判断した約4割の学生のほとんどが、その英

語表現として“cheap”を選択していることから、「リーズナブル」の意

味も日本語の中で取り違えてしまい、正しく把握できていないことがわか

った。「英語と日本語一致型」については10語の分析ではあるが、カタ

カナ語と英語の判断の難しさ、曖昧さ、そして意味を把握しないままカタ

カナ語を使っている現状が浮かび上がった。

　今回の調査では、私たちの回りに溢れるカタカナ語のほんの一部につい

て調査をしたが、カタカナ語、英語、両方に触れることが多い学生であっ

ても、その区別は曖昧であること、また、多くの場合において、カタカナ
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語に対応する英語表現を正しく認識できていないことがわかった。この調

査では、正しい英語表現を選択するという形式にしたが、それでも正答率

がこれほど低いならば、自ら正しい表現を生み出すとなると、正答率はさ

らに低くなると予想される。

3．カタカナ語の影響

　2の調査結果からも分かるように、和製英語であるにも関わらず、英語

表記すれば英語として使うことができると間違った理解がされている場合

が多くあり、英語の中でカタカナ語がそのまま使われてしまう可能性は高

い。これらのカタカナ語を利用して、英語の語彙を増やしていくという考

えもあるが、7）調査で用いたわずか50語のカタカナ語においてさえ、英語

との区別や正しい意味の把握が曖昧である。また、形成の仕方にも省略の

仕方にも一貫性や規則性が見出されないさまざまな型のカタカナ語を正し

い英語表現に修正する方法にも、当然規則性はない。規則性のないばらば

らのものを利用して有効な学習ができるのか疑問である。つまり、カタカ

ナ語を英語学習に利用するのはそれほど簡単ではない。逆に、数え切れな

いくらい存在するカタカナ語は英語学習者を混乱させる材料になってしま

う。誤解を生むようなカタカナ語を自ら造り出し、英語かどうか分からな

いまま英語として使ってしまい、自分で自分の首を絞めてしまっているの

は、結局、日本の英語学習者なのである。

　カタカナ語の影響は英語学習者に及ぶだけではない。日々新たなカタカ

ナ語が造り出されている現状では、カタカナ語を英語学習に活用する以前

に、その意味を日本語で把握することの方が困難かもしれない。2で明ら

かなように、「ハプニング」の解釈にも「リーズナブル」の解釈にも取り

違えが見られたし、国立国語研究所が言い換え案を提出している外来語

（カタカナ語）も日本語で正確に意味が理解されているとも思えない。例

えば、「アクセシビリティー」「オーナーシップ」「オフサイトセンター」

「カスタムメイド」「コンポスト」「センサス」「ネグレクト」「フリーラン

ス」「リードタイム」「リターナブル」「ワンストップ」はどうであろう

80



森光　有子・中島　寛子

か。国立国語研究所によると、年間に入ってくる外来語は500語にもな

る。行政白書や新聞などに使われた分かりにくい外来語について分かりや

すい言い換え案を提出しているが、入ってくる外来語が多すぎて追いつか

ないのが現状である（加賀野井2006：41－42）。しかし、少し考えてみれ

ば分かる通り、国民に情報を正確に伝えなければならない行政や新聞が分

かりにくい外来語（カタカナ語）を使うというのは、おかしな話である。

　公的機関や刊行物でカタカナ語を使うことによって、日本語、日本文化

に、そしてそれを有する日本社会に及ぼされる影響は大きい。2008年1

月に刊行予定の『広辞苑』第6版に新しく採録される約一万項目の内4

割弱はカタカナ語だという。8）「サプライズ」「デパ地下」「レジ袋」「着メ

ロ」などがその例である。10年ぶりの改訂で約4千語のカタカナ語が新

たに追加されるということは、この10年の間に身の回りにいかにカタカ

ナ語が増加したかを示している。そして、これらのカタカナ語を辞書に掲

載するということは、それらの語が日本語の語彙として定着したという判

断をした結果、すなわち日本語として認めた結果であるが、この辞書への

掲載は日本語に、日本語の歴史に、大きな影響を与えることになる。

　次のカタカナ語も公的な刊行物や電波を通して得られたものである。ま

た、カタカナ語というだけではなく、すべて元のカタカナ語を省略あるい

は短縮した形である。「コピペ（スレ）」（コピー＋ペースト（＋スレッ

ド））、「タダコピ」（タダ（ただ）でコピー）、「チャイ語」（チャイニーズ

（中国の）言語）、「ボスドク」（ポスト・ドクター）、「ラケバ」（ラケット

バッグ）、「コンポタ」（コーンポタージュ）、「メアド」（メールアドレ

ス）、「クリパ」（クリスマスパーティー）、「ハピバ」（ハッピーバースデ

ー）、「ラン（勝負）」（ランニング（勝負））、「プラごみ」（プラスチック製

のごみ）、「インフォテインメント」（インフォメーション十エンターテイ

ンメント）等々。挙げれば切りがない。

　　　　しるし
　日本人の標として第一に挙げられるのは日本語である。日本語には日本

社会の価値観、ものの見方や考え方、歴史が刻み込まれている。従来の日

本語がカタカナ語に取って替わられたり、カタカナ語が新語として定着し

辞書に掲載されるなど、言語面で変化するということは、日本文化が変化
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し、日本人の考え方や意識が変わり、社会が変わることにつながるという

ことである。つまり、カタカナ語の影響は英語学習者に及ぶだけではな

く、日本社会全体に及ぶのである。

　カタカナ語（の省略）や日本語にカタカナ語を混ぜた言い回しが流行す

るのは、カタカナ語に格好良さや明るさ、軽さ、イメージの良さを求めて

いるためだと言われることが多い。新鮮な感覚を求めての単なることば遊

びの程度であればまだ許される向きもあるのかもしれないが、ことばでの

正確な説明や対応が求められるところで無闇にカタカナ語を用いるのは許

されるべきではない。例えば、「ボーダレス社会」「在宅ケア」「ケアハウ

ス」「ケアプラン」などがその例として挙げられる。「在宅介護」と言うよ

りも「在宅ケア」と言った方が介護のイメージが軽く明るくなると考えら

れた結果の言い回しかもしれないが、しかしこれらの表現は実際の介護の

状況をぼかして伝えることになる。介護に関することばがぽかされ、意味

がはっきり伝えられなければ、実際に介護を受ける人々は非常に不安であ

るし、これらのカタカナ語を使用する意味は全くない。意味がないどころ

か、悪く取れば、介護される側の人々を弱者と捉え、ことば巧みに利用し

ようとしているだけではないかと疑いたくなる。大石（2001）によれ

ば、カタカナ語は外国人にとってはおかしなもの、ストレスを与えるも

の、不快なものということであるが、上に述べたような意味で、これらの

カタカナ語は少なくとも年配の人々をはじめ一部の日本人にとっても不愉

快なもの、ストレスを感じるものである。日本語の中で使われるのである

から外国人がどう思っても別に構わないなどと片付けてしまってよい問題

ではないのである。実際、「インフォームドコンセントが普及しない原因

としては、やはり一般的にアカウンタビリティーということが理解されて

いないので……」（加賀野井2006：38）などという文にストレスを感じ

ない日本人は、あるいはこの文を理解し説明できる日本人は、年配者に限

らずどの計いるだろうか。9）

　調査で使用したカタカナ語をはじめ約80％のカタカナ語は英語に由来

するものであるが、これらのカタカナ語は誰が造り出しているのか、どこ

まで浸透しているのか、個人個人がそれぞれ自分勝手に使用しているの
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か、少なくともある世界の人は知っているのか。若者にしか通用しないカ

タカナ語や、特定の世界の人や特定の大学の学生にしか通用しないカタカ

ナ語、あるいはさらに限られた特定の学科やクラブでしか通用しないカタ

カナ語などは、そこに所属しない者とのコミュニケーションの際には妨げ

にしかならない。つまり、ことばはコミュニケーションの道具であると言

う人は多いが、しかし、これらのカタカナ語は仲間内でのコミュニケーシ

ョンには道具として役立つとしても、外の世界の人とのコミュニケーショ

ンの際には全く役には立たない。

　学校でも家庭でもコミュニケーション重視の方向にあるが、カタカナ語

の日常的な使用は相互に意図の伝わりにくい、意味が曖昧なままのコミュ

ニケーション活動を促すことになる。これは英語学習だけではなく、それ

以前の問題として、日本語の健全な使用を妨げることになる。日本語では

「てにをは」が合っていれば、よく分からないことばがあっても感覚的に

意味を捉えて分かったような気になって許してしまうところがあり、「ワ

ールドワイドなストラテジーをデベロップする」というような訳の分から

ない表現であっても許してしまいかねない（加賀野井2006：95）。日本

語なのか英語なのか何回なのか不明瞭で、意味の曖昧なカタカナ語がこれ

以上増えれば、明確に物事を伝えなければならない時に、また意思疎通を

図ろうとする時に、問題は大きくなるだろう。社会を形作るのはことばで

あるということを、日本人の話す日本語に問題があるということはその日

本人で構成される日本社会が問題を抱えているということを日本人はもっ

と認識し、ことばを鍛えなければいけない。ことばは社会の鏡なのであ

る。

4．カタカナ語が溢れる理由

　2および3でカタカナ語の問題点がいくつか指摘されたが、しかし日本

にカタカナ語が氾濫しているのは事実である。弊害がありながらも氾濫す

る理由は何なのだろうか。ここでは、日本語に見られる言語現象からその

理由を考えてみる。
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　日本語の中のカタカナ語に関して、森光・中島（2006：87－88）で次

のように述べた。

日本語の中のカタカナ語は文意を曖昧にしたり誤摩化したりしているよ

うに思え、書き手が実は言いたいことを明確に持たない、あるいは考え

を持っていても、それを伝えることばを知らないのではないかという印

象さえ与える。意図的に中身をぼかし、イメージだけを伝えようとして

いると思える場合もあり、それは最近の職業名にもよく見られる。

…（中略）…格好いいとか洒落ているとか現代風で流行に乗っているな

どという理由なのかもしれないが、一体何をする仕事なのか、仕事の中

身が曖昧にされてしまっていたり、全く見当がつかないという感があ

る。これもはっきり物事を言うのを避けようとする日本文化の表れなの

か。いずれにしても、不親切な印象を与える。

　森光（2004）では物事をはっきり言わずに済ましてしまう日本語の特

徴を示し、また森光（2007）では日本語がイメージの言語であると主張

したが、カタカナ語が表す曖昧さやイメージはもともと日本語が持ってい

る特徴とぴったり合致するのである。

　曖昧表現を通して、話し手と聞き手が、それぞれ言ったつもり、分かっ

たつもりになっていることも多いと思われるが、ここでいくつかの言語現

象を観察し、この特徴を改めて確認する。次の例（1）一（5）を見てみよ

う。10）

（1）うるさい。

（2）このドアは使えません。

（3）この指輪、少し緩いんですけど。

（4）ズボンで手を拭いてはいけません。

（5）顧客第一主義

このような表現は日常的に使用されている一般的な表現であるが、どの
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例を見ても二曲的であったり曖昧であったりする。（1）と（2）はそれぞ

れ他の人に静かにしてほしいこと、別のドアを使ってほしいことを伝える

文だが、いずれもそれを間接的に伝えようとしているだけで、直接的な表

現ではない。ただ置かれている状況を指摘しているに過ぎず、聞き手（読

み手）が取るべき行動を直接指示しているのではない。宝石店で聞かれる

（3）も同様である。話し手はやはり状況を指摘しているだけで、聞き手

はこの発話と置かれている状況から自分がするべきことを判断するのであ

る。

　また、（4）のような表現で取ってはいけない行動を指摘された場合、

聞き手は次にどのような行動に出るだろうか。聞き手は手を拭くのに何を

使えば良いのかをはっきりと言われているのではなく、ただズボンを手拭

きに使用してはいけないとだけ言われている。従って、それが手を拭くの

に適切であるかどうかは関係なく、聞き手はズボン以外の物を利用するだ

けかもしれない。実際、『クレヨンしんちゃん』の一場面でお母さんにこ

のことばを言われたクレヨンしんちゃんが次に取った行動は、ズボンを脱

いで下着で手を拭くという行為である。クレヨンしんちゃんは日本語の曖

昧さを鋭く突いているのである。

　日本の企業のスローガンに多い（5）についても同様のことが言える。

聞き手である社員は何をすれば良いのかを具体的に示されているわけでは

ない。どのような行動を取るかは聞き手の判断に委ねられているのである

が、しかしこの表現はあまりにも曖昧すぎて、このスローガンの下ですべ

ての社員が同じ行動を取れるとは思えない。実際、就職活動を経験した学

生数名から聞いた話によると、面接で「顧客第一主義」と言われた場合に

取る行動を尋ねられた時、答える側は一人一人違う意見を述べていたとい

う。入社後、これらの人たちがそれぞれの思う「顧客第一主義」を実践し

た場合、それは本当の意味で会社のスローガンと言えるのか疑問である。

　（1）一（5）について共通して言えることは、話し手（書き手）は聞き手

（読み手）にどのような行動を取ってほしいのかという一番大切な部分を

明示せず、それをただ間接的にほのめかすことによって後の行動は聞き手

の判断に依存しているということである。
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　例（1）一（5）に対応する英語の例としては、例えば次の（6）一（10）が

考えられる。

（6）　Be　quiet．

（7）　Use　another　door．

（8）　Could　you　make　this　ring　a　little　bit　tighter？

（9）　Dry　your　hands　with　a　towel．

（10）　Keep　waiting　time　less　than　60　seconds．

　いずれも話し手（書き手）は聞き手（読み手）に取るべき行動を直接的

に、あるいは具体的に指示している。これらの英語の表現と比較して見て

みると、日本語の曖昧さがはっきりする。

　この言語の相違は、高文脈言語／文化と言われる日本語／日本文化と低

文脈言語／文化である英語／英語文化の違いの表れと言える。また、真実

の追求よりも人間関係が大切と考え、そのために表現が面面、曖昧になる

日本語と、真実を追い求める議論によって人間関係が壊れるとは思わない

と考え、そのため表現が直裁的になり、知的論争や冷静な議論の型を好む

英語の違いである。

　以上のように、日本はもともと曖昧な文化、イメージを大切にする文化

を持つ。言ったつもりで本当は言わずに済まそうとするカタカナ語は、そ

の日本社会では居心地が良いのである。

　さらに考えられることは、カタカナ語は人々が表現に新鮮さを求める結

果誕生するということである。歴史的に見て、日本はさまざまな外国語か

ら語を借入してきた。新しい文体を取り入れたこともある。これは既存の

語や表現では表し切れない要素を表すために取られた手段と考えられる。

カタカナ語もその手段の一つであろう。最も分かりやすい例は、それ以前

には日本文化に存在しなかったものを取り入れた場合である。考えられる

ことは、日本文化に存在しなかったものを表すことばも、当然のことなが

ら、日本語に存在したはずがないため、新しいものや概念などを取り込む

時には、それらを表す表現が同時に誕生することになるということであ
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る。その際、ことばも同時に取り入れて、その借入語をそのままカタカナ

表記で表すのが簡単な方法かもしれない。そして実際、そのままカタカナ

表記で表している場合もある。また、取り入れた語を日本語風に発音し、

短縮や別の語との組み合わせなどで形を変え、意味を変え、完全に日本語

化させたカタカナ語を生み出し用いている場合も多い。このようなカタカ

ナ語の生産・使用によって、人々は既存の表現では十分に表し切れなかっ

たものを表し、これまでになかった表現を楽しんでいるとも言える。

　このような現象はなぜ起こるのか。時代が求めている場合もあるが、し

かしいつの時代にもより新しい表現を求め、生み出す人々がいる。携帯電

話でメール機能を使用することがごく普通になっている若者たちもそうで

ある。このような若者たちは少しでも速く文字を入力するため、また自分

たちの仲間意識から、自分たちだけに通用する省略語などを造り出し使用

している。「（あの人）KYね」（「空気が読めないね」という意味）や

「HK」（「話は変わるけれど」という意味）などがそうである。ギャル文

字と呼ばれているものも仲間意識から誕生した文字と考えられる。このよ

うな若者の表現の仕方や流行語だけではなく、カタカナ語もまた、新鮮さ

を求めて誕生したものが多いと考えられよう。

お　わ　り　に

　この論文では、日本に溢れるカタカナ語の現状とそのカタカナ語が英語

学習、また日本社会に与える影響を見てきた。しかし、昨今の傾向とし

て、「日英混交文」と言われるものが見え始めた。11＞「外来語が使われす

ぎて新鮮さを失い、それに代わる機能が英語に求められている」とする見

方もあるが、12）より新鮮だからという単純な理由だけで新しい文体に飛び

ついてよいわけはない。

　カタカナ語が日本語に大きな影響を与えているのは上で述べた通りであ

るが、そのカタカナ語よりも「日英混交文」はさらに大きな影響を日本語

に与える危険性を孕んでいる。カタカナ語の場合、その品詞の多くは名詞

である。これは今回実施した調査の語を見ても明らかである。名詞以外に
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考えられるのは、形容詞、副詞、動詞であるが、これらはいずれも内容語

であり、その増加が主な問題点である。しかし「日英混交文」の場合は、

内容語へのではなく、機能語への影響が大きい。前置詞や冠詞など日本語

に本来ない要素を用いたり、またそれらを使用することによって起こる語

川頁の変化など、日本語の文法に大きな影響を与える結果となる。例えば、

「THE有頂天ホテル」に見られる冠詞の使用や「舞妓さんin富良野」に

おける前置詞の使用と語順の変化である。13）また、新聞の広告欄で連載さ

れているのであるが、14）「○○氏のON」あるいは○○氏が「ONタイム

について語」るということばからは意味がよく伝わってこない。そこで語

られている内容は自分の仕事についての考え方や姿勢であるが、これが

「ON（タイム）」なのであろうか。そして明らかに「ONタイム」は“on

time”であるはずもない。一体何を意図しようとしていることばなのか

よく見えてこない。伝わるのはイメージだけである。さらに、家具店のチ

ラシで見つけた「家具コレin　Autumn！」は日本語の「家具」に「コレク

ション」を短縮したカタカナ語「コレ」と“in　Autumn”という英語の

前置詞句を混ぜた表現で、とても日本語とは思えない。また、そこに、既

に使用が日常化しているのは確かであるが、本来日本語の符号ではない感

嘆符を使用している。これを「多彩な表現力」と言う人もいる。15）確か

に、表現の面では豊かになるかもしれないが、それは日本語本来の表現力

ではない。

　日本語のことばの変化はこれまでも内容語の増減だけに留まらず、

「ら」抜きことばや「さ」入れことば、「こちら…になります」「…でよろ

しかったでしょうか」などのバイト用語に見られるように、機能の部分に

も生じている。「日本語の中の外国語も」外来語と同様、「許容範囲を超え

たり、TPOをわきまえない使い方をしたりすれば、批判の対象になる」

とする主張もあるが、16＞外来語・カタカナ語については許容範囲を超えて

いると思われるものについても批判の対象になってはいない。むしろその

ようなタイプの表現は増産されている。一般的に見て、日本語はことばの

変化に対して寛容なのである。

　それ故に、「日英混交文」に対しても同様に寛容なのか。文法関係を表
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す機能に関わる部分が変化するということは、組織的変化である。単に語

の増減の問題ではない。日本語はそれを認めてよいのだろうか。

　ことばは生き物であり、言語変化は避けられないものであることはよく

分かっている。また、ことばは社会の変化につれて変化するということも

理解している。しかし、時代が求める変化であるからという理由で、これ

らのことばの変化は仕方がないのだろうか。それとも食い止めなければな

らないのだろうか。これはおよそ答えの出ない問題であるが、だからと言

って、何も考えずにおいて良いはずはない。このような言語現象は日本語

自体に非常に重大な、また深刻な影響を及ぼすことには間違いないのであ

る。

資　　料

1．配付した調査用紙

　下記のA欄の日本文を読み、下線部のカタカナ語を正しく表す英語表現につ

いて答えてください。カタカナ語を英語の単語にした形（A欄に表記）が正し

い英語表現だと思う場合には、〈例1＞のようにA欄に○をつけ、A欄の英語表

記が正しい英語でないと思う場合には、〈例2＞のように、A欄に×をつけ、　B

欄の選択肢の中から正しい表現を選んで記号に○をつけてください。ただし、A

欄・B欄のカタカナ語と英語の品詞が一致しているとは限りません。

A B

〈例1＞ ○
日本人はシャイだとよく言われる。

@　　　shy
a．embarrassed
aDnervous

〈例2＞ ×
あなたのセールスポイントはどこですか。

@　　　　sales　point

a，sell　point

Dstrong　Point

1
それはケース・バイ・ケースだ。

@　　　　case　by　case

a．It　depends．

aDcase　in　case

2
今日、新しい．トレーナーを買った。

@　　　　　　trainer

a．sweat　shirt

aDsports　wear

3
ホテルのフロントで会いましょう

@　　　丘ont

a．service　desk

aD丘ont　desk

4
彼女はフライト・アテンダントになった。

@　　　　night　attendant

a．flight　o缶cer

aDflight　companion
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5
英語のレベル・アップを目指す。

@　　　　level　up

　，＝E1mp「ove

aDgrade　up

アイスコーヒーをくださいQ6
ice　coHbe

a．cold　coffbe

aDiced　cof董be

7
今度の土曜日は．オープン・キャンパスだ。

@　　　　　　　　open　campus

a．open　house

aD丘ee　campus

ジェネレーション・ギャップを感じる。
8

　　　　■№?獅?窒≠狽撃盾氏@gap

a・age　gap

aDgeneration　zone

9
ハンバーガーとフライド・ポテトを注文した。

@　　　　　　　出ed　potato

a．French出es
aDpotato　chips

10
秋も近まり、夏服がプライスダウン．された。

@　　　　　　　　　price　down

a．sales　down
aDdiscount

タウンページで探してみよう。
11

Town　Page

a．Yellow　Pages

aBCity　Pages

12
彼の最近のエイブーム．は何ですか。

@　　　　　my　boom

　　，＝Ee㎎oy
aDhis　boom

13
彼はアバウトな人間だ。

@　about

a．irresponsible
aDfhzzy

ガソリンスタンドに立ち寄る。
14

gasoline　stand

a．gaS　StatiOn

aDgas　shOP

15
ダイエットにはげんだ結果、彼女はスマート．

ﾉなった。　　　　　　　　　　　　smart
a．nalTOW
aBslender

16 多くのサポーターもドイツに行った。

@　　supporter

a．helper

aDcheer　leader

17 ホテルでモーニング・コールを頼んだ。

@　　　　　moming　call

a．wake－up　call

aDalar皿ca11

18
イチローはフォアボールで塁に出た。

@　　　　　fbur　ball

awalk
??b浮秩@balls

19
銀行にはキャッシュコーナーが設けられている。

@　　　　cash　corner
a．ATM
aDcashing　comer

20 父はサラリーマンだ。

@　salary　man

a．o缶ce　worker

aDblue－color　wod【er

21 この店のzイーシャッ．はおしゃれだ。

@　　　　T－shirts

a．tea　shirts

aDTづackets

22
点検項目を．リスト・アップする。

@　　　　　　list　up

a．list

aDwhst

ケアハウスで働く。23
care　house

a．nursing　home

aDcaring　home

24
お気に入りの店はリニューアル．中だ。

@　　　　　　　　renewal

a．renovate
aDreopen
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セルフ・サービスのレストランは安い。
25

self・service

a．Viking－style

aDbuffbt－style

ワイドショウは芸能界のゴシップが好きだ。
26

wide　show

a．va㎡ety　show

aDvariety　program

27
イチローのサインが欲しい。

@　　　　　　　sign

a．signature
aDautograph

オーディエンスの反応が気になった。
28

audience
a．customer
aDlistener

バリアフリーの住宅が増えた。
29

ba㎡er一負ee

a．non－step

aDnon－barrier

ペットボトルと缶を分別して捨てる。
30

pet　bottle

a．plastic　bottle

aDvinyl　bottle

31
彼女の趣味は．ガーデニングだ。

@　　　　　　　　　gardening

a．garden－work

aDgarden－make

32
我家をリフォーム．することにした。

@　　　　　refbrm

a。renovate
aDrenewal

ファミリー・レ・ストランで食事をした。
33

血mily　reStaUrant

a．restaurant
aDfamily　style　restaurant

34
最近はプッシュホンしか見ないと言ってもよい。

@　　　push　phone

a．push－button　phone

aDpress　phone

35
この科目のkポート．は今週末までに提出してくだ

ｳい。　　　　report

a．te㎜paper
aDreport　paper

36
今年のゴールデン・ウィークは京都に行った。

@　　　　　　golden　week

a．aseries　of　holidays

aDholiday　week

カタログで商品を注文した。
37

catalO9
a．order　book

aDorder　pamphlet

38
この問題の．ネック．はどこにあるのだろうか。

@　　　　　　neck

a．bottleneck
aDnecklace

フリーダイヤルに電話する。
39

仕ee　dial

a．toll一切ee

aDdial－f士ee

40
彼はついに．エンゲージ・リングを用意した。　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　engage　nng

　　　　　　　　　　　■＝Dengagement　rlng
aD丘anc6　ring

カンニングをしたら失格です。
41

　　　■モ浮獅獅撃獅

a．cheating
aDlooking

42
アメリカで1ヶ月ホームステイする予定だ。　　　　　　　　　　　　・

@　　　　　　　　　　　　homestay

a．stay　with　a　family

aDstay　at　home

以前に比べ、コンピューターの値段がリーズナブル
43

になってきた。　　　　　　　　　reasonable

a．cheap
aDnice

44
最近、彼女はイメージアップを図っている。　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　1mage　up

a．improve　her　image

aDup　image
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45
この部屋の．コンセントはどこですか。

@　　　　　consent

a．outlet

aDpower　plug

46
大学のサーク座に入った。

@　　　circle

a．club

aDgroup

47 彼女は何でもマイペースで進める。

@　　　　　　my　pace

a．her　own　pace

aDher　pace

使用可能な用語について、国がガイドライン48
を出した。　　　　　　　　　　　guideline

a．guidance
aCohentation

49
授業中、ハプニングが続出した。
@　　　H・PP・ning

a．something　unexpected
aDaccident

50
週末はアルバイトで忙しい。

@　　　arbeit

a．part－time　job

aDhourly　job

2．調査結果一覧表

（1）正誤判断の正解者が少ないカタカナ語から順に並べたもの

正誤判断での正解者 正誤判断正解者の内
問題

ﾔ号
カタカナ語 置数

i人）

正解率
i％〉

正答者数
@（人）

正答率
i％）

　全体
i178人）

@の内
ｳ答率（％）

32 リフォーム 40 22．5 13 32．5 7．3

『22
リスト・アップ 50 28．1 43 86．0 24．2

7 オープン・キャンパス 64 36．0 6 9．4 3．4

24 リニューアル 64 36．0 16 25．0 9．0

25 セルフ・サービス 64 36．0 38 59．4 21．3

1 ケース・バイ・ケース 67 37．6 47 70．1 26．4

35 レポート 74 41．6 13 17．6 7．3

38 、不ツク 74 41．6 41 55．4 23．0

40 エンゲージ・リング 81 45．5． 77 95．1 43．3

37 カタログ 86 48．3 一　一　一 一　　一　　一 一　一　一

42 ホームステイ 87 48．9 47 54．0 26．4

17 モーニング・コール 97 54．5 59 60．8 33．1

31 ガーデニング 97 54．5 一　　一　　一 一　　一　　一 一　一　一

44 イメージアップ 97 54．5 80 82．5 44．9

18 フォアボール 98 55．1 16 16．3 9．0

6 アイスコーヒー 101 56．7 55 54．5 30．9

29 バリアフリー 104 58．4 一　　一　　一 一　一　一 一　一　一

43 リーズナブル 105 59．0 一　一　｝ 一　一　　一 一　一　一
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48 ガイドライン 105 59．0 一　一　一 一　　一　　一 一　　一　　一

27 サイン 110 61．8 53 48．2 29．8

23 ケアハウス 119 66．9 85 71．4 47．8

34 プッシュホン 119 66．9 78 65．5 43．8

46 サークル 120 67．4 109 90．8 61．2

36 ゴールデン・ウィーク 121 68．0 31 25．6 17．4

12 マイブーム 124 69．7 28 22．6 15．7

39 フリーダイヤル 127 71．3 38 29．9 21．3

3 フロント 128 71．9 82 64．1 46．1

5 レベル・アップ 129 72．5 58 45．0 32．6

10 プライスダウン 129 72．5 80 62．0 44．9

33 ファミリー・レ・ストラン 130 73．0 99 762 55．6

11 タウンページ 132 74．2 88 66．7 49．4

49 ハプニング 134 75．3 9 6．7 5．1

9 フライド・ポテト 139 78．1 109 78．4 61．2

41 カンニング． 141 79．2 119 84．4 66．9

45 コンセント 142 79．8 48 33．8 27．0

47 マイペース 142 79．8 107 75．4 60．1

8 ジェネレーション・ギャップ 143 80．3 一　　一　　一 一　　一　　一 一　　一　　一

30 ペットボトル 148 83．1 140 94．6 78．7

28 オーディエンス 150 84．3 一　　一　　一 一　　一　　一 一　　一　　一

4 フライト・アテンダント 153 86．0 一　一　一 一　　一　　一 一　　一　　一

19 キャッシュコーナー 153 86．0 63 41．2 35．4

26 ワイドショウ 154 86．5 63 40．9 35．4

15 スマート 156 87．6 156 100．0 87．6

16 サポーター 158 88．8 一　　一　　一 一　　一　　一 一　　一　　一

2 トレーナー 159 89．3 112 70．4 62．9

13 アバウト 160 89．9 61 38．1 34．3

14 ガソリンスタンド 165 92．7 151 91．5 84．8

20 サラリーマン 166 93．3 154 92．8 86．5

50 アルバイト 172 96．6 169 98．3 94．9

21 一　　　　　　　　　　　　　　、

Aイーンヤツ 174 97．8 一　　一　　一 一　　一　　一 一　　一　　一
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（2）正誤判断で正解し、かつ正答を選択した者が少ないカタカナ語から順に並べた
　　もの、あるいは全体の中で正答率の低いカタカナ語から順に並べたもの（「日本

　　語と英語一致型」については表の最後に正誤判断正解者の少ないカタカナ語か

　　ら並べている）

正誤判断正解者の内 正誤判断での正解者
問題

ﾔ号
カタカナ語 正答者数

@（人）

正答率
i％）

　全体
i178人）

@の内
ｳ答率（％）

人数
i人）

正解率
i％）

7 オープン・キャンパス 6 9．4 3．4 64 36．0

49 ハプニング 9 6．7 5．1 134 75．3

32 リフォーム 13 32．5 7．3 40 22．5

35 レポート 13 17．6 7．3 74 41．6

24 リニューアル 16 25．0 9．0 64 36．0

18 フォアボール 16 16．3 9．0 98 55．1

12 マイブーム 28 22．6 15．7 124 69．7

36 ゴールデン・ウィーク 31 25．6 17．4 121 68．0

25 セルフ・サービス 38 59．4 21．3 64 36．0

39 フリーダイヤル 38 29．9 21．3 127 71．3

38 、不ック 41 55．4 23．0 74 41．6

22 リスト・アップ 43 86．0 24．2 50 28．1

1 ケース・バイ・ケース 47 70．1 26．4 67 37．6

42 ホームステイ 47 54．0 26．4 87 48．9

45 コンセント 48 33．8 27．0 142 79．8

27 サイン 53 48．2 29．8 110 61．8

6 アイスコーヒー 55 54．5 30．9 101 56．7

5 レベル・アップ 58 45．0 32．6 129 72．5

17 モーニング・コール 59 60．8 33．1 97 54．5

13 アバウト 61 38．1 34．3 160 89．9

19 キャッシュコーナー 63 41．2 35．4 153 86．0

26 ワイドショウ 63 40．9 35．4 154 86．5

40 エンゲージ・リング 77 95．1 43．3 81 45．5

34 プッシュホン 78 65．5 43．8 119 66．9

44 イメージアップ 80 82．5 44．9 97 54．5

10 プライスダウン 80 62．0 44．9 129 72．5

3 フロント 82 64．1 46．1 128 71．9

23 ケアハウス 85 71．4 47．8 119 66．9

11 タウンページ 88 66．7 49．4 132 74．2
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33 ファミリー・レストラン 99 76．2 55．6 130 73．0

47 マイペース 107 75．4 60．1 142 79．8

46 サークル 109 90．8 61．2 120 67．4

9 フライド・ポテト 109 78．4 61．2 139 78．1

2 トレーナー 112 70．4 62．9 159 89．3

41 カンニング 119 84．4 66．9 141 79．2

30 ペットボトル 140 94．6 78．7 148 83．1

14 ガソリンスタンド 151 91．5 84．8 165 92．7

20 サラリーマン 154 92．8 86．5 166 93．3

15 スマート 156 100．0 87．6 156 87．6

50

R7

アルバイト

Jタログ

169

黶@一　｝

98．3

黶@　一　　一

94．9

黶@　一　一

172

W6

96．6

S8．3

31 ガーデニング 一　　一　　一 一　　一　　一 一　一　　一
97 54．5

29 バリアフリー 一　一　鞠 一　　一　　一 一　　一　　一
104 58．4

43 リーズナブル 一　　一　　一 一　一　一 一　　一　　一
105 59．0

48 ガイドライン 一　　一　　一 一　　一　　一 一　｝　一
105 59．0

8 ジェネレーション・ギャップ
一　　一　　一 一　一　｝ 一　　一　　一

143 80．3

28 オーディエンス 一　　一　　一 一　　一　　一 一　一　一
150 84．3

4 フライト・アテンダント 一　一　　一 一　　一　　一 一　　一　　一
153 86．0

16 サポーター 一　櫓　一 一　　一　　一 一　　一　　一
158 88．8

21 一　　　　　　　　　　　　　　　、

Aイーンヤツ 一　一　一 一　　一　　一 一　　一　　一
174 97．8

　　　　　　　　　　　　　　　　注

1）ある小学校の3年生から6年生、計139人を対象にカタカナ語調査を実

　施した。語彙の認識、音声認識の面等で調査を行ったが、この調査結果

　から児童にもカタカナ語がかなりの程度で浸透していることが分かった。

2）小林（1999）、野角（1998）等、参照。

3）他の危険性として、英語の発音とカタカナ語の発音が異なるということ

　　を認識できていないということが挙げられる。その結果、カタカナ語と

　　しては十分に認知している語を英語の発音で聞いた時にそれと認識でき

　ないという、問題が生ずる。

4）尾崎は、今回ここに分類したカタカナ語のうち、「キャッシュコーナー」

　　と「ゴールデン・ウィーク」は「英語表現不在型」に分類している。

5）尾崎（2005）の分類にはないが、この「日本語と英語一致型」も一つの
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　　カタカナ英語の型である。

6）鈴木は次の例を挙げて、英語圏での（少なくともイギリスでの）この諺

　　の捉えられ方を証明している：As　a　matter　of　fact　I　went　to　Hurst

　　Park．　Backed　two　winners．　lt　never　rains　but　it　pours！　lf　your　luck’s

　　in，　it’s　in！（実はハーストパークに行きました。二度も勝馬をあてたんで

　　すよ。いいことは続くものですね。ついてるときは、ついてるもんで

　　す。）（A．Christie，　After　the　Funerα1）ここでは“It　never　rains　but　it

　　pours”の意味は「いいことは続くものですね」であり、この後に“If　your

　　luck’s　in，　it’s　in！（ついてるときは、ついてるもんです）”が続いていると

　　いうことは、英語圏（少なくともイギリス）では、度重なる出来事につ

　　いて幸不幸は区別されていないということを示している。

7）注2）参照。

8）毎日新聞記事「広辞苑現代語満載」（2007年10月24日）参照。

9）「インフォームド・コンセント」の意味と英語の本来の意味とのずれにつ

　　いては、鳥飼（2007）参照。

10）以下の例（1）一（3）、（5）一（8）、（10）については本間（2002）を、例

　　（4）と（9）については妻鳥（2004）を参照。

11）国立国語研究所・情報資料部門文献情報グループ長、伊藤雅光のこと

　　ば。平安時代に生まれた和漢混交文になぞらえて名付けた。

12）朝日新聞記事「『英語交じり文』増殖中」（2007年5月2日）参照。

13）注12）参照。

14）朝日新聞の広告。他にも、朝口のホームページなどで同様の言い回しを

　　している。

15）注12）参照。

16）注12）参照。
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